
卒業に必要な単位数確認表、進級条件、科目履修条件

卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

１６単位 ５単位以上

専門基礎
科目

３４単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「精神医学Ⅱ」、
「栄養学」、「カウンセリング論」、
「リスクマネジメント論」、「ケアマネジメント論」、
「保健医療福祉制度論」
※上記以外は必修科目

専門科目 ６６単位

【選択科目】
「高次脳機能障害学」、「癌のリハビリテーション」、
「理学療法技術学」、「先端リハビリテーション科学」、
「ウィメンズヘルス理学療法学」、「スポーツ障害学」、
※上記以外は必修科目

１００単位 ３単位以上

１１６単位 ８単位以上

理学療法学科（留学生を除く）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

５単位以上

※１
うち２単位は

選択必修

【必修科目（１６単位）】
「心理学」、「社会保障制度論」、
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス」、「医療とICT」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」

※１ 「韓国語」「中国語」より２単位選択必修。
小計

進級条件
【第３学年への進級条件】
　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

科目履修条件
　「基礎実習」、「地域理学療法学実習」、「評価実習」、「総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」は当該科目の履修条件に従う(シ
ラバス参照)。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら３単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

日本語科目（留学生） 4単位

２０単位 １単位以上

専門基礎
科目

３４単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「精神医学Ⅱ」、
「栄養学」、「カウンセリング論」、
「リスクマネジメント論」、「ケアマネジメント論」、
「保健医療福祉制度論」
※上記以外は必修科目

専門科目 ６６単位

【選択科目】
「高次脳機能障害学」、「癌のリハビリテーション」、
「理学療法技術学」、「先端リハビリテーション科学」、
「ウィメンズヘルス理学療法学」、「スポーツ障害学」、
※上記以外は必修科目

１００単位 ３単位以上

１２０単位 ４単位以上

理学療法学科（留学生）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

１単位以上

【必修科目（２０単位）】
「心理学」、「社会保障制度論」、
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス」、「医療とICT」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」、
「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日本語Ⅲ」、「日本語Ⅳ」

小計

進級条件
【第３学年への進級条件】
　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

科目履修条件
　「基礎実習」、「地域理学療法学実習」、「評価実習」、「総合臨床実習Ⅰ・Ⅱ」は当該科目の履修条件に従う(シ
ラバス参照)。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら３単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

１６単位 ５単位以上

専門基礎
科目

３５単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「栄養学」、
「カウンセリング論」、「リスクマネジメント論」、
「ケアマネジメント論」、「保健医療福祉制度論」
※上記以外は必修科目

専門科目 ６５単位

【選択科目】
「作業応用論」、「作業療法諸理論」
「中枢神経疾患作業療法学Ⅲ（特論）」
「精神疾患作業療法学Ⅲ（特論）」
「小児作業療法学Ⅲ（特論）」
※上記以外は必修科目

１００単位 ３単位以上

１１６単位 ８単位以上

作業療法学科（留学生を除く）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

【必修科目（１６単位）】
「心理学」、「社会保障制度論」、
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス」、「医療とICT」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」

※１ 「韓国語」「中国語」より２単位選択必修。
小計

５単位以上

※１
うち２単位は

選択必修

進級条件
【第３学年への進級条件】
　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

科目履修条件
　第3学年前期までに開講された必須の専門科目の単位をすべて修得しなければ、「評価実習」を履修することができ
ない。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら３単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

日本語科目（留学生） 4単位

２０単位 １単位以上

専門基礎
科目

３５単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「栄養学」、
「カウンセリング論」、「リスクマネジメント論」、
「ケアマネジメント論」、「保健医療福祉制度論」
※上記以外は必修科目

専門科目 ６５単位

【選択科目】
「作業応用論」、「作業療法諸理論」
「中枢神経疾患作業療法学Ⅲ（特論）」
「精神疾患作業療法学Ⅲ（特論）」
「小児作業療法学Ⅲ（特論）」
※上記以外は必修科目

１００単位 ３単位以上

１２０単位 ４単位以上

作業療法学科（留学生）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

１単位以上

【必修科目（２０単位）】
「心理学」、「社会保障制度論」、
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス」、「医療とICT」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」、
「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日本語Ⅲ」、「日本語Ⅳ」

小計

進級条件
【第３学年への進級条件】
　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

科目履修条件
　第3学年前期までに開講された必須の専門科目の単位をすべて修得しなければ、「評価実習」を履修することができ
ない。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら３単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ４単位以上

社会系 ３単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系 ２単位

総合系 １単位

外国語系 ２単位 ※１科目から3単位
以上

１４単位 １１単位以上

専門基礎
科目

４２単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「リスクマネジメント論」、
「救急医学」、「ケアマネジメント論」、
「内科学Ⅱ（臨床）」、「老年学」、
「基礎薬理学」、「栄養学」、
「カウンセリング論」、「児童精神医学」、
※上記以外は必修科目

専門科目 ４９単位
【選択科目】
「言語聴覚障害学研究法」、「卒業研究」
※上記以外は必修科目

９１単位 ８単位以上

１０５単位 １９単位以上

言語聴覚学科（留学生を除く）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

【必修科目（１４単位）】
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス 」、「医療とICT」、「生命倫理」、
「健康科学理論」、「健康スポーツ実践」、
「大学入門講座」、「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」

選択科目：
※１　「英会話」、「韓国語」、「中国語」から３単位以上選
択。

小計

４単位以上

進級条件
【第３学年への進級条件】
　第２学次までに開講される必修の専門科目を全て修得していること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

科目履修条件
・第3学年前期までに開講された必修の専門科目の単位をすべて修得しなければ、「臨床実習Ⅰ（基礎）」を履修する
ことができない。
・「卒業研究」を履修するためには、「言語聴覚障害学研究法」（第3学年開講）の単位を修得していること。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら８単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ４単位以上

社会系 ３単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系 ２単位

総合系 １単位

外国語系 ３単位

日本語科目（留学生） 4単位

１９単位 ８単位以上

専門基礎
科目

４２単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「リスクマネジメント論」、
「救急医学」、「ケアマネジメント論」、
「内科学Ⅱ（臨床）」、「老年学」、
「基礎薬理学」、「栄養学」、
「カウンセリング論」、「児童精神医学」、
※上記以外は必修科目

専門科目 ４９単位
【選択科目】
「言語聴覚障害学研究法」、「卒業研究」
※上記以外は必修科目

９１単位 ８単位以上

１１０単位 １６単位以上

言語聴覚学科（留学生）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

【必修科目（１９単位）】
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス 」、「医療とICT」、「生命倫理」、
「健康科学理論」、「健康スポーツ実践」、
「大学入門講座」、「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」、
「英会話」、「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日本語Ⅲ」、
「日本語Ⅳ」

４単位以上

小計

進級条件
【第３学年への進級条件】
　第２学次までに開講される必修の専門科目を全て修得していること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

科目履修条件
・第3学年前期までに開講された必修の専門科目の単位をすべて修得しなければ、「臨床実習Ⅰ（基礎）」を履修する
ことができない。
・「卒業研究」を履修するためには、「言語聴覚障害学研究法」（第3学年開講）の単位を修得していること。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら８単位以上

小計

合計

総計 １２６単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

１６単位 ５単位以上

専門基礎
科目

３７単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「リハビリテーション医学」、
「精神医学Ⅱ」、「栄養学」、
「カウンセリング論」、「リスクマネジメント論」、
「ケアマネジメント論」、「保健医療福祉制度論」
※上記以外は必修科目

専門科目 ５８単位

【選択科目】
「視能矯正学特論」、「視能検査学特論」、
「眼科診療コミュニケーション学」、
「視能障害学特論」、「視能訓練学特論」、
※上記以外は必修科目

９５単位 ８単位以上

１１１単位 １３単位以上

進級条件
【第2学年への進級条件】
　第１年次に開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が４科目以下であること。
【第３学年への進級条件】
　第２学次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

視能訓練学科（留学生を除く）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

５単位以上

※１
うち２単位は

選択必修

【必修科目（１６単位）】
「心理学」、「社会保障制度論」、
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス」、「医療とICT」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」

※１ 「韓国語」「中国語」より２単位選択必修。
小計

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら８単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ６単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

日本語科目（留学生） 4単位

２０単位 ５単位以上

専門基礎
科目

３７単位

【選択科目】
「公衆衛生学」、「リハビリテーション医学」、
「精神医学Ⅱ」、「栄養学」、
「カウンセリング論」、「リスクマネジメント論」、
「ケアマネジメント論」、「保健医療福祉制度論」
※上記以外は必修科目

専門科目 ５８単位

【選択科目】
「視能矯正学特論」、「視能検査学特論」、
「眼科診療コミュニケーション学」、
「視能障害学特論」、「視能訓練学特論」、
※上記以外は必修科目

９５単位 ８単位以上

１１５単位 ９単位以上

進級条件
【第2学年への進級条件】
　第１年次に開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が４科目以下であること。
【第３学年への進級条件】
　第２学次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位をすべて修得していること。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら８単位以上

小計

合計

総計 １２４単位以上

視能訓練学科（留学生）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

１単位以上

【必修科目（１６単位）】
「心理学」、「社会保障制度論」、
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「データサイエンス」、「医療とICT」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」
「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日本語Ⅲ」、「日本語Ⅳ」

小計
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系

社会系 ３単位

自然・情報系 ２単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位 ※１科目から3単位
以上

８単位 ９単位以上

専門基礎
科目

２４単位

【選択科目】
「救急医学」、「感染と免疫」、「ケアマネジメント論」、「保
健医療福祉制度論」、「臨床心理学概論」

※上記以外は必修科目

専門科目 ８１単位

【選択科目】
「応用数学」、「放射線科学演習」、
「コンピュータ演習Ⅰ（データ処理）」、
「コンピュータ演習Ⅱ（プログラミング））」、
「放射線診療プログラミング演習」、「画像診断学演習」、「放
射線腫瘍学特論」、「核医学特論」、
「ＭＲＩ検査学特論」、「画像情報学特論」
※上記以外は必修科目

１０５単位 ６単位以上

１１３単位 １5単位以上

診療放射線学科（留学生を除く）

授業科目の区分 最低単位数 備考

小計

【必修科目（８単位）】
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」

選択科目：
※１　「英会話」、「韓国語」、「中国語」から３単位以上選
択。

総
合
教
育
科
目

人間系２単位以上を
含め、人間系、社会
系、自然・情報系、
保健体育系から6単

位以上選択

進級条件
【第２学年への進級条件】
　第１年次に開講される必修の専門教育科目すべての単位及び総合教育必修科目５単位以上、総合教育選択科目９単
位以上を修得していること。
【第３学年への進級条件】
　第２年次までに開講される必修の専門教育科目すべての単位及び総合教育科目を１７単位以上を修得していること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位すべてを修得していること。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら６単位以上

小計

合計

総計 １２８単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択
人間系

社会系 ３単位

自然・情報系 ２単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ３単位

日本語科目（留学生） ４単位

１３単位 ６単位以上

専門基礎
科目

２４単位

【選択科目】
「救急医学」、「感染と免疫」、「ケアマネジメント論」、
「保健医療福祉制度論」、「臨床心理学概論」

※上記以外は必修科目

専門科目 ８１単位

【選択科目】
「応用数学」、「放射線科学演習」、
「コンピュータ演習Ⅰ（データ処理）」、
「コンピュータ演習Ⅱ（プログラミング））」、
「放射線診療プログラミング演習」、「画像診断学演習」、
「放射線腫瘍学特論」、「核医学特論」、
「ＭＲＩ検査学特論」、「画像情報学特論」
※上記以外は必修科目

１０５単位 ６単位以上

１１３単位 １5単位以上

進級条件
【第２学年への進級条件】
　第１年次に開講される必修の専門教育科目すべての単位及び総合教育必修科目を５単位以上を修得していること。
【第３学年への進級条件】
　第２年次までに開講される必修の専門教育科目すべての単位及び総合教育科目を14単位以上を修得していること。
【第４学年への進級条件】
　第３年次までに開講される必修科目の単位すべて及び総合教育科目を１７単位以上を修得していること。

専
門
教
育
科
目

専門教育科目か
ら６単位以上

小計

合計

総計 １２８単位以上

診療放射線学科（留学生）

授業科目の区分 最低単位数 備考

総
合
教
育
科
目

人間系２単位以上
を含め、人間系、
社会系、自然・情
報系、保健体育系
から6単位以上選

択

【必修科目（８単位）】
「海外保健福祉事情Ⅰ（講義）」、
「海外保健福祉事情Ⅱ（実習）」、
「生命倫理」、「大学入門講座」、
「医学英語Ⅰ」、「医学英語Ⅱ」「英会話」、
「日本語Ⅰ」、「日本語Ⅱ」、「日本語Ⅲ」、「日本語Ⅳ」

小計
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卒業に必要な単位数

必修 選択

人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ４単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

１４単位 ７単位以上

専門基礎科目 ２５単位 ２単位以上

【選択科目】

保健医療福祉行政論

リスクマネジメント論

ケアマネジメント論

カウンセリング論

関連職種連携実習

※上記以外は必修科目

専門科目 ７４単位 ２単位以上

【選択科目】

クリティカルケア論

エンドオブライフケア

子ども健康学、性と健康の科学

ストレスマネジメント

グローバルヘルス、看護管理論

看護教育学、公衆衛生看護学概論

※上記以外は必修科目

９９単位 ４単位以上

１１３単位 １１単位以上

小計

総

合

教

育

科

目

７単位以上

進級条件

【第３学年への進級条件】

　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。

【第４学年への進級条件】

　第3年次までに開講される必修科目のうち、未修得科目が2科目以下であること。

科目履修条件

　臨地実習は、当該実習に対応する授業科目を履修し、単位修得が確認できた者のみが履修できる。

（P70別表1）

看護学科の卒業要件は、本学に4年以上在学し、指定された必修科目すべてと選択科目を合わせて、124単位を修得しな

ければならない。保健師履修コースの選択者は、139単位を修得しなければならない。

専

門

教

育

科

目

小計

合計

総計 １２４単位以上

看護学科（留学生を除く）

授業科目の区分
最低単位数

備考

【必修科目（１４単位）】

コミュニケーション概論

海外保健福祉事情Ⅰ（講義）

海外保健福祉事情Ⅱ（実習）

社会保障制度論

統計学

生命倫理

大学入門講座（看護）

医学英語Ⅰ（基礎）

医学英語Ⅱ（応用）

※上記以外より選択科目７単位以上
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卒業に必要な単位数

必修 選択

人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ４単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

日本語科目（留学生） ４単位

１８単位 ３単位以上

専門基礎科目 ２５単位 ２単位以上

【選択科目】

保健医療福祉行政論

リスクマネジメント論

ケアマネジメント論

カウンセリング論

関連職種連携実習

※上記以外は必修科目

専門科目 ７４単位 ２単位以上

【選択科目】

クリティカルケア論

エンドオブライフケア

子ども健康学、性と健康の科学

ストレスマネジメント

グローバルヘルス、看護管理論

看護教育学、公衆衛生看護学概論

※上記以外は必修科目

９９単位 ４単位以上

１１７単位 ７単位以上

進級条件

【第３学年への進級条件】

　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。

【第４学年への進級条件】

　第3年次までに開講される必修科目のうち、未修得科目が2科目以下であること。

科目履修条件

　臨地実習は、当該実習に対応する授業科目を履修し、単位修得が確認できた者のみが履修できる。

　（P70別表1）

総

合

教

育

科

目

３単位以上

専

門

教

育

科

目

小計

合計

総計 １２４単位以上

看護学科（留学生）

授業科目の区分
最低単位数

備考

【必修科目（１４単位）】

コミュニケーション概論

海外保健福祉事情Ⅰ（講義）

海外保健福祉事情Ⅱ（実習）

社会保障制度論

統計学

生命倫理

大学入門講座（看護）

医学英語Ⅰ（基礎）

医学英語Ⅱ（応用）

日本語Ⅰ、日本語Ⅱ、日本語Ⅲ、日本語Ⅳ

※上記以外より選択科目３単位以上

小計
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卒業に必要な単位数

必修 選択

人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ４単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

１４単位 ７単位以上

専門基礎科目 ２５単位 ２単位以上 保健医療福祉行政論（1単位）

２単位以上 公衆衛生看護学概論（2単位）

１５単位以上

地域診断論（2単位）

公衆衛生看護活動論（2単位）

公衆衛生看護技術論（2単位）

公衆衛生看護技術演習（1単位）

産業・学校看護活動論（1単位）

公衆衛生看護管理論（2単位）

公衆衛生看護学実習Ⅰ（2単位）

公衆衛生看護学実習Ⅱ（3単位）

※その他の専門教育科目（必修科目および選択科目）

は看護師に準ずる。

９９単位 １９単位以上

１１３単位 ２６単位以上

進級条件

【第３学年への進級条件】

　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。

【第４学年への進級条件】

　第3年次までに開講される必修科目のうち、未修得科目が2科目以下であること。

科目履修条件

　臨地実習は、当該実習に対応する授業科目を履修し、単位修得が確認できた者のみが履修できる。

　（P70別表1）

７４単位専門科目

専

門

教

育

科

目

小計

合計

総計 １３９単位以上

保健師履修コース（留学生を除く）

授業科目の区分
最低単位数

保健師履修コースに必要な選択科目

総

合

教

育

科

目

７単位以上

日本国憲法（2単位）

情報処理Ⅰ（基礎）（1単位）

情報処理Ⅱ（応用）（1単位）

健康科学理論（1単位）

健康科学実践（1単位）

　

※その他の必修科目および選択科目は看護師に準ず

る。

小計
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卒業に必要な単位数

必修 選択

人間系 ２単位

社会系 ５単位

自然・情報系 ４単位

保健体育系

総合系 １単位

外国語系 ２単位

日本語科目（留学生） ４単位

１8単位 3単位以上

専門基礎科目 ２５単位 ２単位以上 保健医療福祉行政論（1単位）

２単位以上 公衆衛生看護学概論（2単位）

１５単位以上

地域診断論（2単位）

公衆衛生看護活動論（2単位）

公衆衛生看護技術論（2単位）

公衆衛生看護技術演習（1単位）

産業・学校看護活動論（1単位）

公衆衛生看護管理論（2単位）

公衆衛生看護学実習Ⅰ（2単位）

公衆衛生看護学実習Ⅱ（3単位）

※その他の専門教育科目（必修科目および選択科目）

は看護師に準ずる。

９９単位 １９単位以上

１１７単位 ２２単位以上

保健師履修コース（留学生）

授業科目の区分
最低単位数

保健師履修コースに必要な選択科目

日本国憲法（2単位）

情報処理Ⅰ（基礎）（1単位）

情報処理Ⅱ（応用）（1単位）

健康科学理論（1単位）

健康科学実践（1単位）

　

※その他の必修科目および選択科目は看護師に準ず

る。

小計

進級条件

【第３学年への進級条件】

　第２年次までに開講される必修の専門教育科目のうち、未修得科目が２科目以下であること。

【第４学年への進級条件】

　第3年次までに開講される必修科目のうち、未修得科目が2科目以下であること。

科目履修条件

　臨地実習は、当該実習に対応する授業科目を履修し、単位修得が確認できた者のみが履修できる。

　（P70別表1）

総

合

教

育

科

目

３単位以上

専

門

教

育

科

目

専門科目 ７４単位

小計

合計

総計 １３９単位以上


